
No. 推奨事業メニュー 交付対象事業の名称

事業の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
③消費下支え等を
通じた生活者支援

プレミアム付商品券発行事業

①物価高騰などの影響を受けている町民に対してプレミアム付商品券を発
行することで、生活の支援及び町内経済の活性化を図ることを目的とする。
②プレミアム付商品券発行に係る経費及び取扱経費
③【消耗品費】・・・250,250円
　・改ざん防止用紙　19.5円×5,000セット×1.1＝107,250円
　・窓付封筒　　　  　65円×2,000セット×1.1＝143,000円
【通信運搬費】・・・177,836円
　・引換券1,841通×96円＝176,736円、10通×110円＝1,100円
【負担金補助及び交付金】・・・24,306,833円
　・プレミアム付商品券発行事業補助金　24,306,833円（①+②+③+④）
　　プレミアム分　発行総額　4,460人×15,000円＝66,900,000円
　　販売総額　4,460人×10,000円＝44,600,000円
　　換金額　プレミアム分22,252,333円（①）
　　事務手数料　66,900,000円×2％＝1,338,000円（②）
　　商品券印刷代（22,300冊）698,500円（③）
　　新聞折込代　18,000円（④）
総事業費24,734,919円-交付対象経費15,445千円=一般財源9,289,919円
④訓子府町商工会、町民

R7.4 R7.5

2

⑨推奨事業メニュー
例よりも更に効果が
あると判断する地方
単独事業

物価高騰対策水道基本料金免除事
業

①訓子府町水道事業に補助金を交付し、簡易水道におけ
る基本料金を免除することで、物価高騰に対し困窮した町
民の生活支援及び事業者の経済支援を図ることを目的と
する。
②水道事業会計に繰り出し、公共施設を除く令和7年2月
検針分及び3月検針分の2か月分の水道基本料金を免除
に係る費用
③公共施設使用分を除く水道基本料金の免除
・免除件数　3,766件（2月：1,878件、3月：1,888件）
・免除期間　R7.2月検針分～R7.3月検針分
・免除補助金　2月検針分2,990,900円、3月検針分
3,012,790円　計6,003,690円
・事業始期　R7.2.14、終期　R7.4.25
総事業費6,003,690円-交付対象経費5,000千円=一般財源
1,003,690円
④上水道を使用している受益者

R7.4 R7.4

3
⑥農林水産業にお
ける物価高騰対策
支援

酪農・肉用牛経営体質強化緊急支援
金事業

①酪農・肉用牛経営において配合飼料や生産資材の高騰に加え、個体販
売の下落など、影響を大きく受けている酪農・肉用牛・乳用育成牛の経営体
に対して支援を行い、畜産生産基盤の強化を図ることを目的とする。
②酪農・肉用牛・乳用育成牛経営体に対し、飼養頭数規模に応じた支援金
の交付に係る経費
③総事業費　6,982,500円
補助率：道事業「酪農・肉用牛経営体質強化緊急支援事業」支援額の1/2
（飼養頭数規模）（道支援額）（補助率）（町支援額）（戸数） （支援金額）
・1頭～19頭　　    　30,000円 × 1/2 ＝   15,000円× 3戸＝    45,000円
・20頭～49頭     　105,000円 × 1/2 ＝   52,500円×15戸＝  787,500円
・50頭～99頭　     225,000円 × 1/2 ＝ 112,500円×20戸＝2,250,000円
・100頭～199頭  　450,000円 ×1/2 ＝  225,000円× 9戸＝2,025,000円
・200頭～299頭  　750,000円 ×1/2 ＝  375,000円× 1戸＝   375,000円
・500頭以上     　3,000,000円 ×1/2 ＝1,500,000円× 1戸＝1,500,000円
　　　　　合　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6,982,500円
総事業費6,982,500円-交付対象経費2,000千円=一般財源4,982,500円
④町内に在住し、酪農経営、肉用牛経営、乳用育成牛経営を営む個人及び
法人

R7.4 R8.3

4
⑥農林水産業にお
ける物価高騰対策
支援

良質麦生産振興事業

①小麦収穫に必要な大型コンバインの導入に当たり物価
高騰の影響を受けている訓子府町麦作振興会に対し、大
型コンバインの価格高騰分に対して支援を行うことで、小
麦生産者の負担軽減を図るとともに、小麦の適期収穫を
円滑に進め良質な小麦の生産を行うことを目的とする。
②大型コンバインの価格高騰分に対する経費
③総事業費　5,000,000円
補助率：令和6年から令和7年の対象機械の定価の上昇率
（10％）を補助率とする。
補助対象経費：大型コンバイン導入経費から既存機械の
下取り価格を差し引いた額
⑴大型コンバイン導入経費（税抜）　57,500,000円
⑵既存機械下取り価格（税抜）　　　7,500,000円
⑶補助対象経費⑴－⑵＝50,000,000円
⑷補助見込金額　⑶×10％＝5,000,000円
総事業費5,000,000円-交付対象経費2,000千円=一般財源
3,000,000円
④訓子府町麦作振興会

R7.4 R8.3

5

⑤医療・介護・保育
施設、学校施設、公
衆浴場等に対する
物価高騰対策支援

福祉事業所特別支援事業

①エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
社会福祉法人訓子府福祉会が運営する特別養護老人
ホームくんねっぷ静寿園に対し、支援金を交付することに
より、公益性の高い福祉事業所の継続性を支援し、安定し
た事業運営を図ることを目的とする。
②町内にある福祉事業所に対して支援金を交付
③福祉事業所特別支援金　16,000千円
令和6年度23,000千円交付から物価高騰の影響により、令
和7年度は16,000千円増額の39,000千円交付となり、対象
となる16,000千円を特別支援する。
総事業費16,000千円-交付対象経費4,634千円=一般財源
11,366千円
④特別養護老人ホームくんねっぷ静寿園

R7.4 R8.3
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6
①食料品の物価高
騰に対する特別加
算

物価高騰対策商品券発行事業

①物価高騰などの影響を受けている町民に対して物価高騰対策商品券を
発行することで、食料品等の支援及び町内経済の活性化を図ることを目的
とする。
②物価高騰対策商品券発行に係る経費及び取扱経費
③【消耗品費】・・・163千円
　・改ざん防止用紙　13.5円×5,000セット×1.1＝74,250円
　・窓付封筒　　　  　32円×2,500セット×1.1＝88,000円
【通信運搬費】・・・285千円
　・引換券　2,000通×110円＝220,000円
　・ゆうパック　100通×647円＝64,700円
【広告料】・・・25千円
　・新聞等折込手数料　2,500部×3.3円×3回＝24,750円
【委託料】・・・22,979千円
　・商品券取扱業務　22,978,120円（①+②+③+④）
　　商品券換金代　4,400人×5,000円＝22,000,000円（①）
　　事務手数料　22,000,000円×3%＝660,000円（②）
　　商品券印刷代　4,400冊×63円×1.1＝304,920円（③）
　　加盟店表示　44店舗×150円×2枚＝13,200円（④）
総事業費23,452千円-交付対象経費21,000千円（うち特別加算分事業費
18,698千円、推奨事業メニュー分事業費850千円、事務費1,452千円）=一般
財源2,452千円
④訓子府町商工会、町民

R7.12 R8.3

7

⑦医療・介護・保育
施設、学校施設、公
衆浴場等に対する
物価高騰対策支援

福祉事業所物価高騰対策特別支援
事業

①エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた
福祉事業所に対し、福祉事業所特別支援金を交付するこ
とにより、公益性の高い福祉事業所の継続性を支援し、安
定した事業運営を図ることを目的とする。
②町内にある福祉事業所に対して特別支援金を交付
③福祉事業所特別支援金　16,888千円
内訳・特別養護老人ホームくんねっぷ静寿園　13,179千円
　　　・グループホームはるる　1,753千円
　　　・グループホームもりの風　1,806千円
　　　・福祉サポートきらきら本舗　150千円
※施設規模（延床面積）及び物価高騰による食費（入所人
数分）に応じた支援金
④町内福祉事業所4施設
公表ホームページ
https://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/life/kikaku/kouhu
kin.html
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